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第一回 ぷくぷくワンダーランド ～楽しんで社会貢献～ 
「親子で楽しむ ファミリーマーケット」 

開催しました 

  

  

公益財団法人あいちコミュニティ財団の「あいち・なごや こどもとつくる基金」２
０１５年度「ホップ」に採択され、「闘病中のこどもたちに笑顔を！～長期入院し
ている中学生のＱＯＬ向上を目指して」をテーマに、４か月間調査、まとめをして
きました。 

この企画は、一般の方たちとチームを組み、何回もミーティングを重ねて現状調
査～アクションまでをまとめるものです。一般のボランティアの方たちにお手伝
い頂き、最終的にぷくぷくばるーんが今後行っていきたい活動計画を立てること
ができました。 

これからぷくぷくばるーんは、今までの活動と併せ、中学生や小学校高学年の
子どもたちへ、遊び以外の関わりが持てるようにしていきたいと考えています。 

「あいち・なごや こどもとつくる基金」 に採択されました。 

６月１９日（日）、初めてのぷくぷくばるーん主催 

ファンドレイジングイベントを開催しました。 

出店者、お客様と、多くの方がご参加くださり、始ま
りから終了まで大賑わいのイベントとなりました。
ワークショップ、ハンドメイドショップなどの出店、
キッズチアや英語の歌コンサート、子どものバンド
演奏などのステージなど盛りだくさん。 

大人も子どもも楽しんでもらえた一日となりました。 

  （詳細はＰ３にて） 

今年も！ 「栃春日さん」病院訪問 
名古屋第一赤十字病院  

国立病院機構名古屋医療センター 

今年で５年目！ 

７月２６日（火）、夏場所を終えた春日井市出身のお相撲
さん「栃春日」さんが、名古屋第一赤十字病院と国立名
古屋医療センターを訪問してくださいました。 

子ども達は、間近でみる本物のお相撲さんに大興奮！抱っこしてもらったりみんなで力を合
わせて押してみたり。付き添いのお母さん達もお姫様抱っこをしてもらったり、大盛り上がり
でした。栃春日さんも、男の子からサプライズでもらった応援カードに感動！ 

また来年も、遊びにきてくださいね！ 



全国の小児病棟で活動する「NPO法人 スマイリング・ホスピタルジャパン」代表理事の松本さんです。 

ＡＬＤという病気は、普段の生活ではあまり耳慣れないかもしれま
せん。それだけに、まだまだこれから研究を進め広く社会に認知し
てもらう必要があります。本間さんの活動は、ＡＬＤ患者さん、ご家
族の希望の光です。私たちもＡＬＤの未来を考える会の活動を、こ
れからも応援していきます。 
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   〜患者さんの光輝く未来のために魅力ある活動で社会を動かす～ 

                                             特定非営利活動法人 ＡＬＤの未来を考える会 本間 りえ 

  

今から２１年前、元気に生まれた私の息子が６歳の時に突然、ＡＬＤ（副腎白質ジストロフィー）を発症しました。ＡＬＤはいまだに病気の
成り立ちや有効な治療法がわかっていない希少難病です。女性の持つＸ連鎖遺伝子の異常が影響しており、それを知った母親が自分
を責めることが多いのです。私もその一人で長い間、悶々とした時期がありました。 

ＡＬＤを発症した当時、日本になかったＡＬＤの患者会を「ないなら作っちゃおう！！」 
同じ想いの人が気持ちを一緒にチャージする居場所を作りたい。経験がまったくない患者会を医療的ケアで寝たきりの息子のケアをし
ながらの活動は本当に大変でわからないけれど、とにかく息子のため、そしてがんばっている患者さん、ご家族をはげましたい！！ 

 ２０１２年４月には大きな節目を迎え、法人化しました。そのきっかけはフランスでのＡＬＤ男児の遺伝子治療であす。現在は日本での
遺伝子治療第１号成功を目標に年間を通し、勉強会、地方での患者さんが情報がないことを知り、出前セミナー、大学医学部、看護学
部への教育講演、スキー場やママセミナーなど、難病患者や病の人だけが集まるのではなく、一般の方も楽しく参加できる、コンサート
なども開催しています。 

一般の方々にも、がんばっている子どもたちやご家族の存在を知ってほしい！！  そんな想いです。 

力をいれているのはピアカウンセリングや勉強会でのグループセッションで、患者さんやご家族はそこでお互いに自分の言葉で話すこ
とで日ごとに元気を取り戻し、在宅でもがんばっていけるようになります。 

目指すは、患者さんの自己決定支援、自分自身で生きていける力をつけてもらいたい！！ 

そして病があっても、病のことだけを考えるのではなく、毎日を楽しく生きてほしい！！ 

そのために、勉強会もコンサートもスタッフ、ボランテイアさん総出でどうしたらみんなの心に残り役に立てるのか？楽しくなるか？をみ
んながワクワクしながら準備しています。 

患者さんやご家族が笑顔いっぱいで、来年も必ずきますといってくださり、その笑顔に私たちも活動をがんばれるのです。 

１０月には名古屋で在宅の患者さんむけのセミナーを予定しており、ぷくぷくさんさんのパフォーマンスをとっても楽しみにしています。 

これからもみなさんのご協力に感謝の気持ちを忘れずに日々活動に精進していきます。 

 

○URL  http://ald-family.com/     

○連絡先 〒168-0072 

        東京都西東京市北町2-8-34 

○活動内容 

ALDの未来を考える会は、副腎白質ジストロフィー（以下、
ALD）の患者会として結成された前任意団体「ALD親の
会」による10年の活動を経て、平成24年4月に法人化し
た特定非営利活動法人です。 

患者とその家族のQOL向上のための情報の収集と提供、
介護サポート・心理ケア等の各種支援、行政・医療機
関・関係企業に対してALDの認知度を高めるための啓
発活動、研究団体との情報交換及びネットワークの構築
を図りALDの原因究明と治療方法の開発促進に寄与す
ることを目的とし、下記6事業を活動の軸として活動をし
ております。 

      （ＡＬＤの未来を考える会 ホームページより） 

名古屋市・名古屋市社協 主催 
「ボランティア入門」にて 

お話しました 
7月３０日（土）は毎年参加させて頂いている、 

北部地域療育センター（名古屋市西区）の夏祭り
でした。 

北部地域療育センター 
夏祭りに参加しました 

６月４日（土）、ぷくぷくばるーんを代表して、
ママボランティアであるスタッフの丸山ユキが、
これからボランティアを始めたい女性向けに、
お話をしました。 

働く女性、ママが実際にボランティアをすると
は、どんな良いことがあってどんな問題があ
るのか、どういうふうにボランティア活動をし
ているのか、実体験からくる話は、参加され
たみなさんはとても興味深かったようです。 

はじめの一歩を踏み出すきっかけになってく
れたら良いですね。 

 

【名古屋セミナー ご案内】 

日 時： 10月15日（日） 
時 間： 12：30開場 

      15：30終了 

場 所： だいどうクリニック 

      （5階講堂） 
      名古屋市白水町9 

 

●講演 「地域の病院が在宅の子どもたち
を支える」  大同病院 水野美穂子先生 

●講演「子どもの光輝く未来のために魅力
ある活動で社会を動かす」 
 ＡＬＤの未来を考える会 本間りえさん 



              

ぷくぷく イチオシ！ 
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全国小児病棟遊びのボランティアネットワーク 
沖縄県立こども医療センター 視察 

７月４日（月）、大竹が共同代表を務める全国小児病棟遊 

びのボランティアネットワークで、沖縄県立南部医療センター・ 
こども医療センターと、併設される宿泊施設「がじゅまるの家」 
の視察に行ってきました。 

このセンターは、県民20万人の署名を集め、ようやく沖縄県に 

初めてできたこども病院です。 

センターのボランティア「わらびの会」は多くの団体が集まり、 

ひとつの組織として運営されています。センターの中のいたる 

ところで活動している多くのボランティアさんをまとめているのは、ボランティアコーディ
ネーター。ボランティアの養成講座や育成、運営など、ぷくぷくばるーんの活動のお手
本にしたい取り組みが多く、とても参考になりました。 

第９期 通常総会・理事会を
開催しました 

センターが十年あまりの歳月をかけてようやくできるまでをまとめた書籍、「奇跡のこども病院～沖縄にこども医療センターがで
きるまで」（奇跡のこども病院編集委員著）は、沖縄に念願のこども病院ができた長い歴史や、関係者の方々の熱い想いが詰
まった素敵な本です。 ご興味のある方は直接病院にお問い合わせください。   

 （沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 098-888-0123） 
※今回の視察は、（社）キリン福祉財団の助成により実現しました。 

4月12日（火）名古屋第一赤十字病院にて、付き添いの方向けアロマハン
ドマッサージを行って頂きました。 

来てくださったのは、「半田市民活動団体ハピコミクラブ」のみなさん。 

おしゃべりをしながらハンドマッサージを楽しんでもらう活動をされています。 

今回も、お母さんだけではなく、付き添いのお父さんもハンドマッサージで
癒されていました！アロマの良い香りと優しいハンドタッチで、心も身体も
ほぐして頂き、みなさん大喜びでした！ 

お母さんスマイルプロジェクト！ 
癒しイベント  アロマハンドマッサージ 

イオンナゴヤドーム前店様  

マックスバリュ千種若宮大通店様 

イエローレシートキャンペーンは、毎月11日に黄

色いレシートを支援する団体のボックスに入れる
と、お買いもの金額の１％がその団体に寄付さ
れるというシステムです。 

今回は、イオンナゴヤドーム前店様より主に事
務用品を、マックスバリュ千種若宮大通店様より
衛生用品を頂きました。 

イエローレシートキャンペーン 
助成していただきました 

６月５日（日）、第９期の通常総会と理事会を開催しました。 

今年度から、理事にフリーアナウンサーの生田サリーさんが入ってくださ
いました。生田さんはご自身でも子ども達向けのイベントを開催されたり
と、愛溢れる活動をされています。 

これから、いままでのぷくぷくとは、また一味違った活動になっていける
のではないでしょうか。 

 

今回夏真っ盛り、毎日暑い日が続きますね！ 

暑いといえばリオオリンピックも連日のようにメダル獲得のうれしい
ニュースが続き、こちらも熱戦！応援に熱が入りますね。 

さて今回のぷくぷくいちおしは徳川美術館を紹介します。 

すでにご存じの方も多いでしょうが、つい最近、遠方から友人が遊びに
来た際、その友人のリクエストで初めて行って来たのです。 

展示物の美しさ、敷地内の静寂さ、、、。中でも甲冑や兜が見応えがあり
ました。ダースベイダーに似た兜があったり笑。地元再発見のいい機会
でした。 

仕事に勉強にとみなさま日々忙しくお過ごしでしょうが、時にはゆっくりと
した時間を持つのもいいのでは？おすすめします！ 

 

                                      橋本ゆかり 

 

名古屋へ来たら是非一度！ 

「徳川美術館」 

徳川美術館は、徳川家康の遺品を中心に、
初代義直（家康九男）以下代々の遺愛品、 

いわゆる「大名道具」1万件余りを収める 

美術館です。    

（徳川美術館ＨＰより抜粋） 
 

ＨＰ 

http://www.tokugawa-art-museum.jp/ 



「ばるーんで遊ぼう！」毎月１回ぷくぷくが来るよ！ 
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 ４月１２日 
 ５月１０日 
 ６月１４日 
 ７月１２日 
名古屋第一日赤
です 

一緒に遊んだ子どもたち・ご家族（のべ人数）  

プレイルーム 子ども 142名/大人 105名    
ベッドサイド 37名  
個室他   7名  計186名（子ども）  
 
活動したボランティア  

１２月～３月 

のべ84名（病院での活動のみ） 

  ４月２８日 
  ６月３０日 
名古屋大学附属 
病院です。 

使用したバルーン 

のべ1341本（病院での活動のみ） 

  
  ４月２６日 
  ５月２４日 
  ６月２８日 
  ７月２６日 
名古屋掖済会病院    
  です 

５月１４日 
７月９日 
愛知医大病院
です 

ママにはアロマハンドマッ
サージで癒しの時間を。 

5人でかかっても、びくとも
しない栃春日さん。 

子ども達の抱っこは定番！ 

テーブルに座りきれないほ
ど大勢の時も。 

お母さんに抱っこしても
らって作るのも楽しいね。 
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  ４月２１日 
  ５月１９日 
  ６月９日 
  ７月２１日 
国立名古屋医療
センターです 

 ４月８日 
 ５月１３日 
 ６月３日 
 ７月８日 
名鉄病院です 

 ４月１６日 
 ５月２１日 
 ６月１８日 
 ７月１６日 
あいち小児 
保健医療総合 
センターです 

名鉄病院         ・・・ 毎月第１金曜日 14：00～ 
名古屋第一赤十字病院   ・・・ 毎月第２火曜日 15：00～ 
国立名古屋医療センター    ・・・  毎月第３木曜日 15：00～ 
名古屋掖済会病院       ・・・ 毎月第４火曜日 13：30～ 
あいち小児保健医療総合センター・・・ 毎月第３土曜日 10：30～ 
名古屋大学附属病院     ・・・ 隔月第４木曜日 14：00～ 
愛知医大附属病院     ・・・  隔月第2土曜日 10：30～ 

どの病院でも、バトミントン
は楽しくて大人気！ 

病棟に七夕飾り。 
ホッとしますね。 

一生懸命空気を入れる姿は
本当にかわいい！ 

力強い握手。 
パワーをもらえました。 

「栃春日さんへ。」 
感動のメッセージカードです。 

ここでもバトミントン！ 

大満足の作品がで
きました！ 

風船に絵を書くのも
楽しい！ 



運営スタッフ 
つれづれ日記 

4年に一度のスポーツの祭典、リオデジャネイロ五輪も気づい

てみればもう終盤に。（会報が発行されたときにはすでに終
わっていますね。） 
リオでは毎日熱い戦いが繰り広げられています。 

先日行われた卓球女子団体の3位決定戦を観戦して感じた事

ですが、各個人がどんなに傑出した力をもっていても一人では
勝てない。一人が三人になったからこそ発揮できる底知れな
いパワーをひしひしと感じました。 

必ず選手は「応援して支えてくれた周りの人たち全員にまず感
謝したい。」とマイクを向けられた時に言います。自分自身の
血の滲むような努力、そして、家族など周りの支えがあるから
こそ、この大舞台に立つことができているんですよね。  
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6月19日（日）、千種グリルにて 

「ぷくぷくワンダーランド ～楽しんで社会貢献～  

親子で楽しむ♪ファミリーマーケット」を開催しました。 

【ブース出店】 
●四柱推命 ●アクセサリー販売● フリマ、雑貨、格安おもちゃ販売 

●ナチュラルスイーツ オーガニックグラノーラ販売  

●名前シール&ネームタグづくり ●オーラ体験 ●ジェルネイル 

●木材・ペーパーハウス ●ジェルキャンドル ●スイーツデコ体験  

●ラブ子のマカロン ●モザイクタイルのプレート作り   

●ハンドメイドアクセサリー販売 ●デコパージュ体験 

●かばんワークショップ ●着物リメイク販売 ●石鹸作り 

●和風小物 バックなどのハンドメイド雑貨販売 ●リボン作り  

●ガラスマグネットの絵付け体験 ●カイロプラクティック 

●耳つぼリフレ 耳つぼジュエリー 

【ステージ出演】 
●日本カイロプラクティック連合会会員による 講演&実演 

●Hear  See  Do  こども英会話教室 ギターと歌のステージ 

●Ｔｒｅｓｓｕｒｅ 知多チアダンスサークル 

●ＧＬＩＴＴＥＲ 中村区チアダンスサークル 

●やんちゃ軍団 

●一般社団法人体力メンテナンス協会インストラクターによる 

   バランスボールステージ 

 

【託児協力】  子育てシェア ＡｓＭａｍａ 

 

【ぷくぷくサポーター】  17名 

ブース出店、ステージ出演、来場者を合わせ、関わって
下さった方は、大人147名、子ども57名、幼児37名 

でした。みなさん、本当にありがとうございました。 

 

 

●協賛   

  ・七福醸造㈱様 ・㈱名備運輸㈱様 ・円銘建設㈱様 

  ・ビオマルシェ様  

●募金 

  ・やんちゃ軍団様 ・焼肉ダイニングＺＥＮ様  

  ・新時代 甚目寺店様 

ぷくぷくの活動も同じではないかなと、ふとその時
思ったのです。スタッフ１人ではできない活動を、サ
ポーターのみんなが力を貸してくれ、また、ぷくぷくを
資金面で応援してくださる人たちがいるお陰で、ぷく
ぷくの活動は成り立っているんだなと。 

改めて、ぷくぷくを応援してくださる人たちみんなに
感謝しました。 

４年後は、東京で開催されますね。ぷくぷくも何か五
輪に携われたらなぁ・・・と今から思っています。  

 

                     祖父江薫   

 

オリンピック選手もぷくぷくも・・・ 



 
 

  

  

 

      はちきん便り ２１                             西原 正子 
 

名古屋での治療後、後遺症と闘いながら高知県で頑張る 
                西原さん親子からのメッセージです。 

はちきんとは・・・ 

土佐の、サバサバとした元気の
良い女性のことです。 

12・1・2・3月はこれつくりました！ 

  

5月 こいのぼり 
 
ぷくぷくのこいのぼり
は、大きい魚と小さい魚
を棒にひっつけたもの。 
自分で顔や模様を書く
と、とっても愛嬌がある
かわいいこいのぼりに
なります。 

6月 傘とかたつむり 
 
傘は、見た目は難しそう
に見えますが、実はとっ
ても簡単。 
出来上がると、必ず「か
わいい～！」と声が上
がります。 
かたつむりは、傘の好き
な場所にひっつけます。 

小手鞠の花が咲き、藤が紫色にほんのり色づき始める頃、裏山のタケノコが顔を出します。初鰹も美味しい
時期になりました。 

「鰹のたたき」が有名ではありますが、地元では新鮮なものはお刺身にして食します。ピンク色をしたもちも
ちっとした食感の鰹のお刺身はマグロの旨味を超える本場ならではの一皿。 

（ぷくぷく大竹さんは鰹のハランボ（腹の身）の塩焼きが大のお気に入りです。） 

身を食べた残りの骨はタケノコをより美味しく味付ける出し汁になりますし、チチコ（心臓）はこりこりとして塩
コショウで炒めると香ばしいおつまみに。 

故宮尾登美子が愛した土佐の春の味は、素材の活きの良さをストレートに感じる逸品です。 

 

 はちきん娘の新生活が始まりました。肢体不自由障害者の入学は大学初ということもあり何度も話し合い
を重ねて、お互いに歩み寄りながら支援体制を整えてきました。社会福祉学部ゆえに寄り添おうとする懐の
深さを感じます。 

養護学校出身というだけでなく、電動車椅子を操作しながら講義を受ける一風変わった学生は注目の的で
すが、そこは福祉のスペシャリストを目指す者同士すぐに打ち解け、キャンパスライフを大いに楽しんでいる
ようです。 

病気を乗り越えてきた経験と障害と向き合う中で鍛えられてきたメンタルを武器にして、これからの福祉分
野の発展に役立てるために学び、追究し、行動に移して、支援を受ける側と支援する側の両者を繋ぐ懸け
橋として理想に近づけるよう頑張ってもらいたいと思います。 
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7月 アサガオ 
 
夏の花の定番といえ
ば、アサガオ！ 
一気に病棟が夏らし
くなります。 

4月 桜 
 
4月はいつも、病棟が満
開の桜でいっぱいです。 
無機質な病棟が、ピンク
色に染まり、とても華や
かになります。 
今年は、鳥の風船も枝に
ついていましたよ。 



毎月第3日曜日の11時から、「地域資源長屋なかむら」で来月の予定の作品を練習します。 
病院の子どもたちに笑って教えてあげる余裕がほしくて毎回真剣です。 

               

4/17、5/15、6/12、7/17 
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●最初は恥ずかしがって風船に触ることができなかったけど、時間が経つうちに慣れてきたのか、楽しそう 
 に笑ってくれた。 
●もう少し自分に余裕が持てたら、もっとたくさん声をかけながらできたと思う。 
●初めての参加だったので、他の人のコミュニケーションの取り方など様子をみながら参加した。 
●一人で作りたい子、ほとんど興味を示さない子など、本当に様々な子がいて、一人ひとりに合わせた 
 遊び方があるんだということを学んだ。 
●初めは表情がとても硬かったが、ひとつ出来上がったら、笑顔になってくれた。 
●お母さんがとても楽しそうだったことが印象的だった。 
●点滴を付けている子のフォローは、一緒に支えながらやれば大丈夫ということが分かった。 
●子どもと時間を共有するということ、子どもの興味のあるところをひろいあげてあげることが大切。 
●活動に何回か参加しているので、最近は余裕ができ、ちょっとうまくいかなくても対応できるようになった。 
●右手が使えない子の補助を工夫し、一緒に作りあげることができたので、嬉しかった。 
●自分で作ること、作ってもらうこと、一緒に作ることは違い、難しい。 
●子どもをどの程度だったら放っておいても良いのか、戸惑った。 
●中学生だったので、一人でできるところは見守ったり、出来ないところはフォローしたり、私がわからない 
 花をつくるときは逆に教えてもらったり、コミュニケーションが取れてよかった。 
●思春期の子を相手にすることで、接し方や話し方の勉強になった。 
●バルーンを周りの子より早く作ってしまったので、そのあとどう接していれば良いのか、戸惑った。 

ぷくぷくヴォイス ～ボランティアの声 

 私たち、こんなこと感じながら活動してます 

ぷくぷくばるーんの活動に参加するにあたって私の中で2つのきっかけがありました。 

 まず1つ目は、私の身内が小児病棟でお世話になっていたこともあり小児医療に興味を持っていて、あいち小児医療セン
ターでのボランティアを始めたのが1つめのきっかけです。 

  2つ目に、保育園実習で子どもたちとの関わりで苦戦していた時に、たまたま地元でピエロさんたちがの公演会がありま

した。観に行くと会話をしなくても風船ひとつで子どもたちを魅了し笑顔にしているところに心惹かれました。言葉を交わさ
なくても病気の子どもたちと笑顔で楽しい時間を送るクラウンになりたいと心動かされたのが2つめのきっかけです。 

友達にクラウンはやめなよと言われ、その時は割と本気だったのでいろいろ調べていたら病気と闘う子どもたちとバルー
ンアートを通して活動している法人があることを知りました。 

  このきっかけがあって出会ったのがぷくぷくばるーんです。 

まだ参加してから半年も経っていませんが、子どもたちと一緒に楽しく活動ができてとても嬉しいです。病室でわくわくしな
がら待っていてくれる子、キラッキラの輝いた笑顔でバルーンを触り楽しむ子などいろんな子どもたちから元気と勇気を
貰ってます。 

  私にとってぷくぷくばるーんは自分を変えられる素敵な活動でとても誇らしく思います☆ 

こんな人見知りの私ですが、これからもいろんな子どもたちやサポーターのみんなと出会い、笑顔の花を咲かして活動を
続けていきたいです😊 

 

愛知東邦大学2年 河合星奈 
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ホームページ 

http://pupu-b.jp 

ブログ 

http://ameblo.jp/pupu-b/ 

フェイスブック 

「ぷくぷくばるーん」で検索 

ぷくぷくでは、病院での活動やイベントなどの活
動報告の一貫としてアメーバブログにて発信をし
ています。タイトルは『ぷくぷくさんが来たよ！』で
す。活動の様子や楽しそうな子ども達・頑張って
作ったバルーンなど写真も載せてアップしていま
す。サポーターさんの頑張ってる姿なんかも見る
ことできますよ！ 

 パソコンやスマートホンで見ることができるので
1度みなさんも覗いてみてください。そして沢山の
“いいね”をもらえるとぷくぷくの活動にも、ブログ

アップにも、とっても励みになります。よろしくお
願いします。                                     

                   

こんにちは  

ぷくぷく広報 丸山です 。 

 

7/12 第二火曜日は、 

中村日赤の小児病棟訪問でした。  

 

私自身仕事の都合で 

毎回こちらの中村日赤の訪問ばかりなのですが、 

毎回子供たちの笑顔に癒されてます 。 

 

今回バルーンでつくったものは、 

 

あさがおーーー 

 

 

 

今回はあじさいだけでなく 

一緒にばるーん遊びもしましたよー。    

 

ながーく膨らましたばるーんを 

どれだけ飛ばせるかなー って。    

 

みんな笑顔になって楽しんでくれていました。    

病室の方にも回らせていただきました。    

 

あじさいの花づくりをして、 

子供たちも笑顔の花が咲きました。    

 

笑顔をありがとう。   

 

              （7月18日 丸山ユキ）  
 

実は、、、 

ばたばたとしておりましたら、 

写真が終わった後のコチラしか撮れて 

おらずで。    

すみません。   

 

ぷくぷくばるーんの活動にご協力ください 

１・ ホスピタルサポーター（ボランティア）として 活動に参加！ 

小児病棟に入院する子ども達へ、私たちと一緒に楽しい時間と笑顔を届けましょう。 

バルーンを作るのも、ボランティア活動も初めて！という方も大歓迎。 詳細はＨＰをご覧ください http://pupu-b.jp 

 
２・ぷくぷくサポーター（賛助会員）またはご寄附として 活動を見守る！ 

 活動資金を提供してくださることで、安定した活動ができるようになります。  

●ぷくぷくサポーター 

（賛助会員） 

●ご寄附 上限・下限はございません。 ぷくぷくつうしんをお届けします。 

個人 3000円、5000円、10000円   法人 10000円、30000円  

              （それぞれ特典あり） 

 入金方法は３つ。 

①銀行振込 （三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行） ②かざして募金   ③ぷくぷく基金（寄付金控除あり） 
 

                 詳しくはＨＰの「支援のお願い」をご覧ください。  

http://pupu-b.jp/
http://pupu-b.jp/
http://pupu-b.jp/


次回の 
ぷくぷくつうしんＶｏｌ.33 冬号は 
２０１６年１２月初旬発送予定です。 
乞うご期待！！ 10 

                

〒453-0041 
名古屋市中村区本陣通5-6-1 
   地域資源長屋なかむら 

  ＴＥＬ:  090-5105-4823 
  E-mail: pukupuku@pupu-b.jp 
    html :  http://pupu-b.jp// 

・ ゆうちょ 
    00870-5-182196 
     （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
・ 三菱東京ＵＦＪ銀行 金山支店 
    普 0008327 
   （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
   理事長 加藤剛二 
 

 

＜６月＞ 

 ４日（木） ・・・ 名鉄病院 
 ７日（日） ・・・ 子どもとつくる基金報告会 
 ９日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
２０日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２１日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
２３日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２５日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
２１日（日） ・・・ 青い鳥医療センター夏祭り 

＜７月＞ 

＜５月＞ 

＜８月＞ 

 ７日（金） ・・・ 名鉄病院 
１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１５日（土） ・・・ 淑徳大学コラボメッセ 
１５日（土） ・・・ ＡＬＤの未来を考える会 
２０日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２５日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２７日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
 

＜11月＞ 

 ５日（月） ・・・ 宮城県立こども病院視察 
 ９日（金） ・・・ 名鉄病院 
１３日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１０日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１７日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１８日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２７日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 

＜９月＞ 

＜10月＞ 

 ４日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ８日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１２日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１９日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２０日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
１７日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２２日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
 
 

＜４月＞ 

みなさん夏バテはしていませんか？ 

毎年毎年最高気温が更新されていますが、どこまで上がるのでしょうか、
心配になりますね！ 

8月も後半ですが、まだまだ暑い日が続きます。熱中症や熱射病に気を

付けて体調管理をしっかりとしてくださいね。水分補給や塩分摂取など、
自分で対策を考えて生活をしましょうね。 

私たちもまだまだ続く暑さに負けず、病院の子ども達のところへ 

行ってきます！ 

 

                      島本 隆子 

 

寄付も会員も 
ボランティアも
募集してます 

 ８日（金） ・・・ 名鉄病院 
１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１４日（火） ・・・ 全国遊びボラミーティング 
１６日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１７日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
２１日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２８日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
 

１０日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１３日（金） ・・・ 名鉄病院 
１４日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１５日（日） ・・・ 子どもとつくる基金中間報告 
１５日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
１９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２１日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２４日（木） ・・・ 名古屋掖済会病院 

 ３日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ５日（日） ・・・ 理事会・通常総会 
 ９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１２日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
１４日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１８日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１９日（日） ・・・ ファンドレイジングイベント 
２８日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
３０日（月） ・・・ 名古屋大学附属病院 
 

 ４日（月） ・・・ 沖縄県立南部医療センター視察 
 ８日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ９日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１０日（日） ・・・ あいち小児医療センター 
           夏祭り 
１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１６日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１７日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２１日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
３０日（土） ・・・ 北部地域療育センター 夏祭り 
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